
1 ⾃社データ登録
（１） メインページより⾃社データ登録ボタンを押す。

（２） ⾃社データの登録
⾃社の使⽤している銀⾏に登録している内容を各項⽬に合わせ⼊⼒してください。

① 会社名 例）
会社名を⼊⼒してください。

② 銀⾏⼝座名カナ（最⼤20⽂字） 例）

③ 銀⾏選択
i) 右の「銀⾏リスト」のボタンをクリックすると銀⾏名選択のウィンドが開くので、銀⾏名を⼊⼒し、検索ボタンを押す。

ii) 表⽰されたリストの中から該当する銀⾏名をクリックする。
※名称の⼀部を⼊⼒すれば表⽰されます。（例：三菱 ）
※信⽤⾦庫は、信⾦となっているため信⾦で検索する。（例：横浜信⽤⾦庫の場合 横浜信⾦〇 横浜信⽤⾦庫×）

③i)~ii)を⾏うことで銀⾏コード*と銀⾏名(ｶﾅ)*が⼊⼒されます。

④ ⽀店選択
i) 右の⽀店リストのボタンをクリックすると⽀店名の選択のウィンドが開くので、⽀店名を⼊⼒し、検索ボタンを押す。

ii) 表⽰されたリストの中から該当する⽀店名をクリックする。
※名称の⼀部を⼊⼒すれば表⽰されます。（例：東 ）
※名称カナでは検索できません。
③ ④ i)~ii)を⾏うことで銀⾏コード、銀⾏名（カナ）、⽀店番号*及び⽀店名(ｶﾅ)*が⼊⼒されます。



⑤ ⼝座番号
このWebアプリで作成する総合振込データ（全銀データ）の銀⾏⼝座番号を数字で⼊⼒してください。

例）

⑥ ⽀払⽇
毎⽉の未払⾦の⽀払いを⾏う⽀払⽇を数字で記⼊してください。
15⽇の場合 15、 25⽇の場合 25

⑦ 振込⼿数料
このアプリでは、総合振込の際に振込⼿数料を相⼿の負担にして、振込⼿数料を差し引いて振込ができます。
お取引銀⾏様のサイトより振込⼿数料がいくらかを検索して、同じ⾦額を数字で⼊⼒してください。

参考 UFJ銀⾏の場合

例：UFJ BizSTATION
UＦＪ https://www.bk.mufg.jp/tesuuryou/furikomi.html

⑧ 委託者コード（半⾓数字）
総合振込を⾏う銀⾏で登録された番号です。数字10桁を半⾓数字で⼊⼒して下さい。
この番号がわからない場合は、取引先銀⾏様にご確認いただき、正しい数字をご⼊⼒下さい。

⑨ 委託者名
総合振込契約時に登録した会社名を記載してください。（カタカナ40字以内）

⑧⑨については銀⾏に確認して⼊⼒してください。
銀⾏や信⽤⾦庫によっては、総合振込データを記⼊する際に、委託者情報として表⽰されております。
わからなければ、銀⾏または信⽤⾦庫にご確認ください。
例：横浜信⽤⾦庫



⑩ 振込データタイプ
A. UFJ タイプ
経理お助け隊では、EDI情報を使⽤しておりませんので、全銀データはデータレコードの受取⼈コード１（10）と
受取⼈コード2(10) で全銀データを作成します。ほとんどの銀⾏の全銀データがこちらとなります。
B.楽天タイプ
楽天タイプは、全銀データ データレコードの受取⼈コード（20）で作成します。

⑪ ⼊出⾦csv ⽇付カラム
エクセルのA列を１，B列を２,･･･と数えます。⽇付が何列⽬に⼊っているか⼊⼒してください。

例 UFJのBizステーションの⼊出⾦データですが、この場合は、「２」になります。

⑫ ⽇付タイプ
インターネットバンキングから出⼒した⼊出⾦データの⽇付を確認して、表⽰とあっている⽇付タイプを選択してください
上記⑪の場合は、 2021.1.12ですので、2021.01.15になります。
(1⽉や2⽉等の1桁の⽉の際は、1と表⽰される場合も2021.01.15を選んで問題ありません。）

【⼊⾦の列と出⾦の列が別の列に分かれている場合】
（５） ⑬ ⼊出⾦csv ⼊⾦カラム

銀⾏の⼊出⾦csvデータの中で、どの列に⼊⾦した⾦額が⼊っているか、確認いただき番号で⼊⼒します。
この場合は、F列となりますので、6となります。



⑭ ⼊出⾦csv  出⾦カラム
銀⾏の⼊出⾦csvデータの中で、どの列に出⾦した⾦額が⼊っているか確認いただき、番号で⼊⼒します。
この場合は、E列となりますので、５となります。

⑮ ⼊出⾦csv ⾦額カラム
こちらは、⼊⾦と出⾦が同じ列に履いているときに、使⽤します。
何もない場合は、ブランクで問題ありません。

【⼊⾦の列と出⾦の列が同じ列に記載されている場合】
（５） ⑬ ⼊出⾦csv ⼊⾦カラム

⑭ ⼊出⾦csv  出⾦カラム

下の例の四国銀⾏の場合は、E列となりますので、⑬と⑭は共に5となります。
E列では1が⼊⾦を表し、２が出⾦を表しております。

⑮ ⼊出⾦csv ⾦額カラム
⼊⾦⾦額と出⾦⾦額が同列に記載されている場合に使⽤します。
下記例の場合はG列に⾦額が記載されておりますので ７となります。

⑯ ⼊出⾦csv 適⽤カラム
仕訳の摘要欄に⼊⼒する項⽬の列を選択してください。
この場合は、どの会社からの⼊⾦、またはどの会社への⽀払いを記載したいのでD列ですので、４となります。

下記例では、R列となりますので、18になります。

銀⾏の⼊出⾦csvデータの中で、⼊⾦⾦額と出⾦⾦額が同列に記載されている場合は、⼊⾦か出⾦を判断させる
列を⼊⼒してください。



⑯ ⼊出⾦csv 適⽤カラム２
同じく仕訳の摘要欄に追加で記載する項⽬です。
⼝座振替、税⾦等の項⽬も摘要欄に⼊⼒したい場合は、C列を追加で選択します。
利⽤しない時は、-1を⼊⼒してください。

⑯ ⼊出⾦csv 適⽤カラム２
同じく仕訳の摘要欄に追加で記載する項⽬です。
⼝座振替、税⾦等の項⽬も摘要欄に⼊⼒したい場合は、C列を追加で選択します。
利⽤しない時は、-1を⼊⼒してください。

⑰ ⼊出⾦csv 先頭読み⾶ばし⾏数
読み込まない⾏数を⼊⼒してください。

例１ ⼊⾦の列と出⾦の列が別の場合

例1の場合の⾃社登録データ



例２ ⼊⾦と出⾦が同列の場合

例２の場合の⾃社登録データ

⑱出⼒先となる会計ソフト
使⽤している会計ソフトを選択してください。

⑲ ⽀払⼝座の勘定科⽬
弥⽣会計の場合は勘定科⽬名を⼊⼒してください。
他の会計ソフトを使⽤している⽅は、勘定科⽬コードを⼊⼒してください。
実際に御社で使⽤している勘定科⽬名、勘定科⽬コードを⼊⼒してください。

記⼊例：


